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原子炉物理学の基礎 
（第1章） 

山下清信   
（独）日本原子力研究開発機構 

原子力人材育成センター長  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全体のデザインテンプレート、レイアウトを統一、調整。�先生と助手キャラクターの紹介。
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<第1章 学習内容> 

1.  世界の原子力エネルギー 

2.  原子炉と原子爆弾の違い 

3.  火力発電所と原子力発電所 

4.  原子炉にはいろいろな技術者が必要 
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人類とエネルギーのかかわり 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ナレーターの簡潔な説明（ナレーターを助手と見立ててキャラクターを使う）
「人類は原始時代の火の発見からテクノロジーの発達とともにエネルギーの消費量も増加してきました。
産業革命以降、急激に成長した工業社会により、石炭、石油などの何億年もかけて蓄積された化石燃料を急激に消費してきました。
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世界のエネルギー資源確認埋蔵量 
  2550年 
高速炉サイクルの実用化 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※前のスライドに引き続き、ナレーターの簡潔な説明
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100万kWの発電所を1年間運転するために必要な燃料 

石炭2360000トン/ウラン21トン 
=約105 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドに引き続き、ナレーターの簡潔な説明
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天然ウランと濃縮ウラン 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※前のスライドに引き続き、ナレーターの簡潔な説明
「ここで使用される濃縮ウランとは原子炉の燃料として使われたりするもので、天然のウランとは少し性質の違うものなの。天然ウランでは臨界に達することが、、、臨界については第３章で説明します。」
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原子力発電と原子爆弾の違い 

発生出力 

P=Po1t/T 

発生出力 

P=Po2t/T 

T秒 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドに引き続き、ナレーター「原子力と言われると原子爆弾を思い浮かべる人がいるけれど、少し、構造が違います。原子爆弾で使用されていると比べると
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火力発電と原子力発電の違い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドに引き続き、ナレーターの簡潔な説明
「じゃあ、火力発電と原子力発電の違いはなんでしょう。基本的には同じ構造となっています。飽和蒸気と過熱蒸気の違いで、、、、」
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原子炉圧力容器断面図 
軽水炉の諸元 

炉型 沸騰水型 加圧水型 

発電所名 福島Ⅱ-1 大飯-2 

熱出力 
（MW) 

3293 3423 

電気出力 
(MW) 

１１００ １１７５ 

入口/出口温
度(℃) 

278 /  
286 

289/ 
325 

圧力(MP） 7.03 15.5 

燃料 UO2 UO2 

炉心寸法 
(m x m) 

3.7 x 
4.8 

3.7 x 
3.4 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、原子炉の構造はどうなっているのでしょう？
ここからは、日本原子力研究開発機構原子力人材育成センター長の山下先生から教えてもらいましょう。
とナレータが話を振る。※ここからは先生が
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動力利用

生産炉
プルトニウム

　　　ラジオアイソトープ

材料試験

実験炉・原型炉開発試験炉

熱源（製鉄、海水淡水化、化学
　　　　工業、暖房）

推進（船、ロケット）実用炉

化学工場

一般研究

教育訓練

医療

発電（動力炉の代表）

研究炉

非動力利用

砕氷船 

（熱を利用） 

（中性子利用） 
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いろいろな原子炉 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここからは先生が説明
「原子炉には出世魚みたいな名前があり、もんじゅは原型炉といいます。、、、、、」
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BWR PWR 
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動力炉 

出典：原子力百科事典 ATOMICA 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明
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機械工学  電気工学 情報工学 
化学工学  原子炉物理 
放射線工学 法律（原子炉等規制法等） 
原子炉工学（総合工学）等 

燃料ペレット 

B' 

約8mm 

約10mm 

燃料棒 

約21cm 

約4.2ｍ 

燃料体 

中性子のふるまい 
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原子炉にはいろいろな技術者が必要、原子炉物理の位置づけ 

原子炉物理 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※ここは先生が説明



Copyright (c) Japan Nuclear Human Resource Development Network. All right Reserved 

1.近年、世界のエネルギー消費が急激に増加した 

2.原子力を活用すると長期にわたりエネルギーを

供給できる 

3.原子炉の設計・運転管理には、原子炉工学技術

者の他に、機械工学、電気工学、化学工学等の

様々な技術者が必要 
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この章のまとめ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでいったん区切る。※まとめとテスト問題へ

続いて、次の章ではどんな原子炉があるか見てみましょう。
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